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※2014年1月16日は日本時間9時頃の値
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1月15日発表のブラジルの政策金利の引き上げについて

2014年1月15日（現地時間）、ブラジル中央銀行は金

 

融政策決定会合において、政策金利を0.5％引き上げ、

 

年率10.5％とすることを全会一致で決定しました。利上

 

げ自体は概ね市場予想に沿うものですが、利上げ幅

 

については、0.25％を予想する向きが過半であったの

 

に対し、それを上回る結果となりました。同中銀は昨年

 

4月の金融政策決定会合以降、7会合連続で政策金利

 

を引き上げており、利上げ幅は計3.25％となります。

政策金利を10.0％から10.5％に引き上げ

同中銀は金融引き締めスタンスを継続

今回の決定の背景には、同中銀がインフレに対する

 

警戒感を緩めていないことがあります。同中銀は昨年

 

1年間で政策金利を計2.75％引き上げ、年率10.0％とし

 

ました。この結果、インフレ率は昨年7月以降、低下傾

 

向にあったものの、12月のインフレ率は5.91％と、前月

 

の5.77％を上回りました。これを受け、今回の決定につ

 

いて、同中銀は利上げペースを減速できなかったもの

 

とみられています。

しかし、利上げ局面が近く終了するとの見方も、市場

 

にはあります。トンビニ総裁は先月、2014年のインフレ

 

予想を下方修正し、当局がすでにインフレ抑制に向け

 

た政策の大半を終えたことを示唆しました。

1月15日の外国為替市場では、ブラジルレアルが対

 

米ドルで前日比0.2％程度のブラジルレアル高、対円

 

で同ほぼ横ばいとなっています。

次回の金融政策決定会合は2014年2月25-26日（政

 

策発表は日本時間2月27日）の予定です。

【図1】ブラジルの政策金利の推移

【図2】ブラジルのインフレ率（拡大消費者物価指数、IPCA）

（前年同月比）の推移

【図3】ブラジルレアルの対円・対米ドルレートの推移

（出所）Bloombergデータより野村アセットマネジメント作成
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